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動物実験実施結果報告書及び自己点検報告書 
 

                                       年  月  日 
 
  九州産業大学長  殿 
 
   動物実験に関する規程第６条第 10 項の規定に基づき、下記のとおり報告いたします。 

記 
【実施結果報告】 

実 験 課 題 名  

動物実験責任者 

所  属  
職  名  

氏  名 
 
 

① 
実 
 
績 

実施の状況 □ 計画通り実施    □ 一部変更して実施（注１）   □ 途中中止 
□ 中止（以降の（※１）の項目のみ記入。） 

 
実際に実験を実施 
した期間及び 
動物実験実施日 

1.    年  月  日 ～    年  月  日 （前期） 
  月   日   月   日   月   日   月   日   月   日   月   日   月   日 
  月   日   月   日   月   日   月   日   月   日   月   日   月   日 

2.    年  月  日 ～    年  月  日 （後期） 
 月   日   月   日   月   日   月   日   月   日   月   日   月   日 
 月   日   月   日   月   日   月   日   月   日   月   日   月   日 

実

施

し

た

動

物

実

験

の

概

要 

②動物実験の総括  
 
 
 
 

③苦痛の軽減・ 
 排除など動物 
福祉に配慮した点 

 
 
 
 
 

④安楽死処置の方法 □ 麻酔薬の投与 
(薬品名：                             ) 
(投与量・方法：                          ) 

□ 中枢破壊(頸椎脱臼など) 
□ その他の方法(                          ) 

 
⑤死体、汚物等の処理 □ 専門業者に委託 (委託業者名：                  ) 

□ その他(                                          ) 
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実

施

し

た

動

物

実

験

の

概

要 

⑥ 実際に実験に 
参加した人 

 
 

⑦ 実験動物の入

手・供試 
 
 
 
 

＊「使用数」とは、安楽死

処置を行った動物数をい

う。 

＊「供試日」とは、安楽死

処置を行った日をいう。 

入手先 ○○株式会社 

動物種 系統の種類 入手日 入手数 使用数 供試日 

ラット 
（SD 系雄） 

■ 非組換え 
□ 組換え 

12/10 12 5 
7 

1/10 
2/10 

入手先  
動物種 系統の種類 入手日 入手数 使用数 供試日 
 □ 非組換え 

□ 組換え 
    

入手先  
動物種 系統の種類 入手日 入手数 使用数 供試日 
 □ 非組換え 

□ 組換え 
    

⑧ 動物の搬入に伴

う異常の有無 
□ 異常なし □ 異常あり(有の場合は下記について記載してください。) 
動物種：       入手日：       動物数： 
対応結果： 

⑨ 動物実験実施中に 
生じた動物管理上の

異常 

□ 無   □ 有(有の場合は具体的事象を記載してください。) 
 

⑩ 関連事故の有無 □ 無   □ 有(有の場合は具体的事象を記載してください。) 
 

（※１）中止もしくは 
途中中止の理由 

 

備     考 

（動物実験のために入手した動物数と、実際に実験を行った動物数が異なる場合は、 
その理由を、また、使用しなかった実験動物がいた場合は処理方法を記載してくださ

い。） 
 
 

記入例：作成時はこの吹き出し共に削除

して使用してください。 
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【自己点検結果】 
 

 
 
 
 
 

1.動物実験の実施状況 

総合的に見て、適正に実施することができたか。  ☐良好 ☐改善すべき点があった 

（改善すべき点があった場合、その内容と改善方法についてお書きください。） 

点検項目 点検結果 備考 

1 実験は計画書に記載した場所のみで実施したか？ 
□ はい  

□ いいえ 

 

2 
げっ歯類以外の動物の大規模存命手術（開胸術、開腹

術、開頭術など）は専用の手術室で実施したか？ 

□ はい 

□ いいえ 

□ 該当せず 

 

3 
げっ歯類以外の動物の大規模存命手術（開胸術、開腹

術、開頭術など）は無菌的に実施したか？ 

□ はい  

□ いいえ  

□ 該当せず 

 

4 

侵襲性の高い大規模存命手術（開胸術、開腹術、開頭術

など）は十分な知識と経験を有する者、あるいはその指

導下で実施したか？ 

□ はい  

□ いいえ  

□ 該当せず 

 

5 

存命手術において、術後観察および必要に応じた術後

管理（術野消毒、術後鎮痛、補液、抗生剤投与、保温な

ど）を実施したか？ 

□ はい  

□ いいえ  

□ 該当せず 

 

6 
計画書に記載した麻酔および鎮痛処置を実施し、苦痛

の軽減、排除及び安楽死を適切に行ったか？ 

□ はい  

□ いいえ 

□ 該当せず 

(鎮痛、麻酔薬名) 

 

 

7 計画書に記載した安楽死法を採用したか？ 

□ はい  

□ いいえ 

□ 該当せず 

(安楽死法) 

8 
苦痛度が高い実験において、人道的エンドポイントに

沿った安楽死を実施したか？ 

□ はい  

□ いいえ  

□ 該当せず 

 

9 
実験目的以外の動物の傷害や疾病が発生した場合、適

正な治療、措置（安楽死も含む）を実施したか？ 

□ はい  

□ いいえ  

□ 該当せず 

 

10 
動物実験に際して、動物に起因する人の傷害や疾病（ア

レルギーを含む）の罹患はなかったか？ 

□ ない 

□ ある 

(傷害、疾病名) 

11 飼養保管施設及び実験室を適正に使用したか。 
□ はい  

□ いいえ  

 

2.特記事項 
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【記入要領】 
① 「実績」は、該当する動物実験の実施の状況に印を付けること。実施した場合は実施した期間及び動物実験実施日を記入

すること。 
② 「動物実験の総括」は、実際に実験した内容を簡潔に記述すること。 
③ 「苦痛の軽減・排除など動物福祉に配慮した点」は、当該動物実験を実施した際に、動物福祉に配慮した点を簡潔に記述

すること。 
④ 「安楽死処置の方法」は、実際に処置した方法を記述すること。 
⑤ 「死体、汚物等の処理」は、実際に処分した方法を記述すること。 
⑥ 「実際に実験に参加した人」は、実際に参加した人を全て記入すること。 
⑦ 「実験動物の入手・供試」は、入手先、動物種、系統の種類、入手日、入手数、供試日、使用数を記述すること。 
⑧ 「動物の搬入に伴う異常の有無」は、動物を搬入した際、認められた実験動物の異常や逃亡等の緊急事態について記載す

ること。 
⑨ 「動物実験中に生じた動物管理上の異常」は、動物実験中に発生した実験動物の異常(疾病に 罹患

りかん

、死亡)や逃亡等の緊

急事態について記載すること。 
⑩ 「関連事故の有無」は、動物実験実施中に発生した 咬傷

こうしょう

、針刺しなどの事故等について記載すること。 

（注１）動物実験計画書（計画区分：□変更計画）が提出され、承認されていること。 

（注２）九州産業大学造形短期大学部の教員が本様式を提出する場合は、「九州産業大学造形短期大学部学長」宛とすること。 

 
 

※ 動物実験委員会記入欄 

記入日：                    □特に問題なし   □下記の点につき注意を要する 

【助言および意見等】 

 

 

 動物実験委員会委員長       印 

 

※ 学長記入欄 

 

記入日： 

【助言および意見等】 

 

 

            九州産業大学長       印 

 

 


